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1 は  し 力`  き

単繭重の増加対策としては,飼育環境の良化を図り,良

桑を飽食させ,厚飼いの防止等の対策が考えられる。宮城

県では 5齢盛食期30の平方当りの頭数を,春 蚕期 110頭 ,

夏秋蚕期100頭 としているが, この標準的薄飼いのために

既存の蚕室や蚕舎内に収容しきれない場合は,その分を他

の簡易ハウスに移して飼育する必要がある。

一方,経営規模の拡大や水回転換等により新たに養蚕を

始めようとする場合の壮蚕飼育は,比較的安価な簡易′ヽウ

ス内飼育が望まれる。これらの屋外簡易ハウスとしては,

表 1 実 施 条 件

2試 験 結 果

アコーデオン″ヽウス区 (ハ ウス区)を対照区と比べた結

果は次の通 りである。

1 4～ 5齢の経過は,春蚕期は2日 間の延長となり,

初秋及び晩秋蚕期はそれぞれ同じであつた。

2 4～ 5齢の飼育温度は,春蚕期35℃ ,初秋蚕期05

℃,晩秋蚕期07℃それぞれ低かつた。

3 減蚕歩合は,春蚕期は差がなく,初秋蚕期 28¢ ,

晩秋蚕期 24%それぞれ少なかつた。

表 2飼 育 調 査

山型式,ア ルミハウス,水稲育苗用硬化ハウスあるいはそ

菜園芸用パイプハウス等が従来よりあげられ普及されてい

るが,今 回その一種としてアルミシー トを使用したアコー

デオンバウスを新たに取 り入れて壮蚕飼育に適当であるか

について調査した。

6 試 験 方 法

アコーデオンバウスはサンフエ業KK製にて,54確 X72
π(2箱用)の 物を使用し, 本施設内で無補温・ 無防暑で

4～ 5齢を飼育し,よ く補温のとれる屋内蚕室飼育を対照

区として比較 した。その実施条件は表1の通りである。

4 健蛹歩合は,春蚕期 04¢ ,初秋蚕期 31%,晩秋蚕

期 26¢ それぞれ高かつた。

5 収繭量は,春蚕期 03切 ,初秋蚕期 02協 ,晩秋蚕期

07"それぞれ多かつた。

6 結繭蚕数歩合には,大差がみられなかつた。

7 繭重は,春蚕期 0077,晩秋蚕期002,重 く,初秋

蚕期は005′ 軽かつた。

8 繭層歩合は,春蚕期 01%,初秋蚕期06%少 なく,

晩秋蚕期は04%多かつた。

9 平均温度の外温との較差は,対照区は春蚕期35℃ ,
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初秋蚕期11℃ ,晩秋蚕期13C,ハウス区は春蚕期03C,
初秋及び晩秋蚕期06℃ それぞれ高かった。

10 最高温度の外温との較差は,対照区は春蚕期17C,

初秋蚕期 04℃ ,晩秋蚕期16C,ハウス区は春蚕期3.2℃ ,

晩秋蚕期06℃ それぞれ低かつたが, ハゥス区の初秋蚕期

表 4温 度 調 査

のみ 36℃ 高かった。

H 最低温度の外温との較差は,対照区は春蚕期73C,
初秋蚕期 12C,晩秋蚕期58C,ハウス区は春蚕期03℃ ,

初秋蚕期07C,晩秋蚕期28℃ それぞれ高かった。

表 3 収南及υ哺 質調査

結 南 蚕 数歩 合

蚕 期 試 験 区

室   内 C) 外   気 C) 室内温度の外温との較差α3)
平均 最  高 最  低 平均 最  高 最  低

平  均 最  高 最  低温度 月 日 温度 月 日 温度 温度 月 日 温度 月 日 温度

春

,,, 
^8. +03 -32 +03

対 照 区 +35 -17 +73

初 秋 ",7E +06 +36 +07
対 照 区 180 +11 -04 +12

晩秋
,,, 

^8 +06 -06 +28
対 照 区 295 +13 -16 +58

ま   と   め

フコーデオンハウスを壮蚕飼育に使用することは可能で

ある。しかし,本ハウスを使用した場合に,初秋蚕期の高

温時は外温より高くなり,春蚕期の低温時は外温とほとん

ど差がない飼膚環境である点からみて,高温時の防暑対策

と開放飼膚,低温時の補温対策に特に留意する必要がある。
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